
（様式１）

「母島∞シジミ出会いの森」における国民参加の森林づくり活動の公表

小笠原総合事務所は、下記のとおり「母島∞シジミ出会いの森」における森林づくり活動
の協定の締結をしたので公表します。

記
１ 協定相手方の名称
団体名 オガサワラシジミの会

２「母島∞シジミ出会いの森」の概要
（１）位 置 東京都小笠原村母島 桑ノ木山国有林 25林班 は小班外
（２）面 積 95.43ha
（３）主な活動内容 ア、オガサワラシジミの餌となる樹木の生長促進・繁殖を図るために

外来植物による阻害影響を調査し、外来植物駆除を含めた繁殖環境
の修復を行う。
イ、オガサワラシジミの保護・増殖に関する調査研究及びその保全・
普及を行う。

３ 協定項目
別添「協定書」（写）のとおり

４．公示期間中にあった意見等の処理結果

平成２７年 ４月 １日
小笠原総合事務所長 菅野 孝志

担当：小笠原総合事務所国有林課
電話 ０４９９８－２－２１０３
小笠原諸島森林生態系保全センター
０４９９８－２－３４０３



















お寄せいただいた意見の要旨 意見の処理結果

・活動希望者について 協定を締結する実施主体については、団体としての

規約を有し、活動を実施する体制が確立されているこ

と等の要件から適切であるか判断しています。

「オガサワラシジミの会」は、2006年7月に地元有

志により立ち上げられた任意団体で、団体としての規

約を有し、活動を実施する体制が確立されているとと

もに、生息状況のモニタリング、外来植物の駆除、密

猟防止のパトロールなどの活動実績を有していること

から、実施主体として適切と判断しています。

・活動対象区域について 協定範囲は、特定の利用に供している部分を除き、

オガサワラシジミの生息状況等から必要な広さを設定

していますが、実際の活動は協定範囲の中でも特に保

護活動が必要な箇所について小面積・分散的に行われ

ます。

なお、活動に当たっては、一般公開する小笠原森林

生態系保護地域保全管理委員会において、活動の予定

や実績について報告するとともに、他の植生回復事業

等で得た知見も参考に、地表のかく乱に配慮しながら

実施していく考えです。

・活動実績の公表について 小笠原における各「モデルプロジェクトの森」の活

動予定及び活動実績については、毎年、小笠原におい

て開催している「小笠原森林生態系保護地域保全管理

委員会」において、報告を行っています。当該委員会

は一般公開されており、本協定の活動についても、こ

の場において報告してまいります。

・協定の名称について 本協定の活動により、「オガサワラシジミの生息に

適した環境を広げ、オガサワラシジミと出会う機会を

増やしていく」という趣旨であり、新たに人が通行す

るルートを設定することはありません。

・協定の目的について 本協定はその目的として、「協定締結者の協力・連

携により、小笠原諸島森林生態系保護地域の設定目的

の達成ために必要な事業を「小笠原諸島森林生態系保

護地域保全管理計画（平成２０年３月関東森林管理局）



に基づき、円滑かつ確実に実施」することと記載して

います。

この中の「小笠原諸島森林生態系保護地域保全管理

計画」は、生物多様性の保全の観点を踏まえて策定さ

れており、本協定もこの計画に基づき、固有の生物多

様性と森林生態系を保全・修復するために活動を実施

してまいります。


